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ユニセフ年次報告2011は、ユニセフ（国連児童基金）が作成し、日本ユニセフ協会
が翻訳し、４１ページ以降に日本ユニセフ協会の2011年度の活動報告を追加して記
載しました。転載をご希望の場合には、日本ユニセフ協会までお問い合わせください。

お申し込み、お問い合わせは…

（9：00-18：00　土・日・祝日休）

　0120-88-1052
母 と 子 に
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®フリーダイヤル

■ユニセフ（国連児童基金）に協力するには…
ユニセフ募金は、全国の郵便局（ゆうちょ銀行）から送金できます。
● 振替口座：00190-5-31000
● 口座名義：（公財）日本ユニセフ協会
※窓口での振り込みの場合は、送金手数料が免除されます。
※公益財団法人日本ユニセフ協会の募金には、寄付金控除が認められています。

クレジットカードでも募金ができます。
　下記フリーダイヤルまで、ご利用になるクレジットカードの番号、有効期限
とご寄付の金額をお知らせください。
※カードの種類によりプレゼントポイントの対象とならない場合がございます。

子どもたちを継続的に支援するマンスリーサポート・プログラム
にご参加ください。
　毎月、一定額を金融機関や郵便局の口座から、またはクレジットカードにて
自動振替させていただく募金プログラムです。子どもたちの現状やユニセフの
活動についてお知らせする機関誌『ユニセフ・ニュース』（年4回発行）のほか、
シンポジウムのご案内などをお送りしています。

グリーティングカード、プロダクツをご利用ください。
　世界の美術関係者にご協力いただいたカードやハガキ、子ども製品、マグカッ
プ、途上国製のバッグなど、さまざまな製品を扱っています。ユニセフ製品は
価格の約半分がユニセフの活動資金となります。途上国の子どもたちにユニセ
フの支援物資を届ける『ユニセフ支援ギフト』も行っています。
　・お問い合わせ・カタログのご請求　℡：03-3590-3030
　・インターネット　http://www.unicef.or.jp/cardandgift/

会員を募集しています。
　日本ユニセフ協会と地域組織の活動を、会費によってご支援いただく方法で
す。ユニセフの資料を通じて世界の子どもたちの状況について理解を深めてみ
ませんか？国内各地で行われるユニセフ協力活動の情報を入手し、さまざまな
イベントにご参加いただけます。機関誌『ユニセフ・ニュース』（年4回発行）
のほか、シンポジウムのご案内や各種資料をお送りします。

地域組織の活動に参加してみませんか？
　地域でボランティア活動をしたいという方には、協定地域組織の活動にご参
加いただく方法がございます。

※この地図は国境の法的地位についての何らかの立場を示すものではありません。
※四捨五入しているため、地域別の支出割合を合計しても100％になりません。

ユニセフ協会（国内委員会）がある国
ユニセフ事務所とユニセフ協会（国内委員会）の両方がある国

【ユニセフの地域別事業支出割合】
（出典：ユニセフ年次報告2011）

● 57％ ： サハラ以南のアフリカ

● 24％ ： アジア

● 8％   ： ラテンアメリカとカリブ諸国

● 4％　： 中東と北アフリカ

● 3％　： CEE/CIS

● 5％　： 地域にまたがる事業

190を超える国と地域で活動するユニセフ・ファミリー

世界のユニセフ・ファミリーとそれぞれの役割

世界の子どもと母親たち

世界36の国と地域のユニセフ協会（国内委員会）
募金、広報、政策提言（アドボカシー）活動でユニセフの活動を支援

ユニセフ現地事務所

イノチェンティ研究所
（フィレンツェ）

世界の子どもに関する研究

ユニセフ物資供給センター
（コペンハーゲン）

世界各地に支援物資を輸送

ユニセフ本部
（ニューヨーク、ジュネーブ）
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朝日でシルエットが映しだされた女性と２人の子ども。ソマリアから逃れてきた人々のための、ダダーブ、
イフォ難民キャンプに着いたばかりで、救援を受けるための登録を待っている（ケニア北東州、ソマリア
との国境付近にて）

印刷後、誤りが見つかった場合は、当サイト<www.unicef.org/publications>までアクセスしてください。

本書に掲載されている情報の出典について：本報告書のデータは、ユニセフ（国連児童基金）、各国連機関、
ユニセフの各国事務所が提出している年次報告書、ならびに2012年６月に執行理事会に提出されたユニ
セフ事務局長年次報告書の最新データに基づくものです。

本書に掲載されている資金（表記）について：断り書きがない限り、金額はすべて米国ドル表示です。

ユニセフ執行理事会
（執行理事会の年度は１月１日から12月31日まで）
ユニセフは36カ国の代表から成る政府間機関の執行理事会が管理し、ユニセフの政策を決め、
事業を承認し、管理・財務案や予算を決めている。理事国は国連経済社会理事会で選出され、
任期は通常３年となっている。

理事会役員（2011年）
議長：
サンジャ・スティグリ（スロベニア）
副議長：
ダファ＝アラ・エルハグ・アリ・オスマン（スーダン）
ジリアン・ジョセフ（アンティグアバーブーダ）
グラタ・ウェルダニングティヤス（インドネシア）
ピーター・ファン・デル・フリート（オランダ）

2011年の理事国：
アンティグアバーブーダ、バングラデシュ、ベラルーシ、ベルギー、カボベルデ、中国、コ
ロンビア、コンゴ、キューバ、デンマーク、エルサルバドル、エストニア、フランス、ドイツ、
インドネシア、イタリア、日本、カザフスタン、リベリア、マラウイ、ナミビア、オランダ、
ニュージーランド、パキスタン、カタール、韓国、ロシア連邦、スロベニア、ソマリア、ス
ペイン、スーダン、スウェーデン、チュニジア、英国、米国、ウルグアイ

◇協定地域組織一覧（2012年9月現在）
●北海道ユニセフ協会

〒063-8501
TEL.011-671-5717
FAX.011-671-5758
札幌市西区発寒11条5-10-1　
コープさっぽろ本部2F
（月、火、木、金の10:00～16:00）

●岩手県ユニセフ協会

〒020-0180
TEL.019-687-4460
FAX.019-687-4491
岩手郡滝沢村土沢220-3
いわて生協本部２F
（月～金の10:00～16:00）

●宮城県ユニセフ協会

〒981-3194
TEL.022-218-5358
FAX.022-218-5945
仙台市泉区八乙女4-2-2
みやぎ生協ウィズ
（月～金の10:00～17:00）

●福島県ユニセフ協会

〒960-8106
TEL.024-522-5566
FAX.024-522-2295
福島市宮町3-14　労金ビル4Ｆ
（月～木の10:00～16:00）

●茨城県ユニセフ協会

〒310-0022
TEL.029-224-3020
FAX.029-224-1842
水戸市梅香1-5-5
茨城県JA会館分館5F
茨城県生活協同組合連合会内
（月～金の10:00～16:00）

●埼玉県ユニセフ協会

〒336-0018
TEL.048-823-3932
FAX.048-823-3978
さいたま市南区南本町2-10-10　
コーププラザ浦和１F
（月～金の10:00～16:30）

●千葉県ユニセフ協会

〒264-0029
TEL.043-226-3171
FAX.043-226-3172
千葉市若葉区桜木北2-26-30
ちばコープ本館１F
（月～金の10:00～16:00）

●神奈川県ユニセフ協会

〒222-0033
TEL.045-473-1144
FAX.045-473-1143
横浜市港北区新横浜2-6-23
金子第2ビル3Ｆ
（月～土の10:00～17:00）

●岐阜県ユニセフ協会

〒509-0197
TEL.058-379-1781
FAX.058-379-1782
各務原市鵜沼各務原町1-4-1
生活協同組合コープぎふ２Ｆ
（月～金の10:00～15:00）

●奈良県ユニセフ協会

〒630-8214
TEL.0742-25-3005
FAX.0742-25-3008
奈良市東向北町21-1
松山ビル３F
（月～木の11:00～16:00）

●大阪ユニセフ協会

〒556-0017
TEL.06-6645-5123
FAX.06-6645-5124
大阪市浪速区湊町1-4-1
OCATビル２F
（火～土の11:00～16:00）

●京都綾部ユニセフ協会

〒623-0021
TEL.0773-40-2322
FAX.0773-40-2322
綾部市本町2-14
あやべハートセンター内
（月～金の10:00～15:00）

●兵庫県ユニセフ協会

〒658-0081
TEL.078-435-1605
FAX.078-451-9830
神戸市東灘区田中町5-3-18
コープこうべ生活文化センター４Ｆ
（月～金の10:00～16:00）

●岡山ユニセフ協会

〒700-0813
TEL.086-227-1889
FAX.086-227-1889
岡山市北区石関町2-1
岡山県総合福祉会館8Ｆ
（月～金の11:00～15:00）

●広島県ユニセフ協会

〒730-0802
TEL.082-231-8855
FAX.082-231-8855
広島市中区本川町2-6-11
第7ウエノヤビル5F
（月、火、木、金の11:00～16:00）

●香川県ユニセフ協会

〒760-0054
TEL.087-835-6810
FAX.087-835-6810
高松市常磐町2-8-8
コープかがわコミュニティルーム 内
（月～金の10:00～16:00）

●愛媛県ユニセフ協会

〒790-0952
TEL.089-931-5369
FAX.089-931-5369
松山市朝生田町3-2-27
コープえひめ南支所2F
（月～金の10:00～16:00）

●北九州ユニセフ協会

〒805-0062
TEL.093-661-7001
FAX.093-661-7111
北九州市八幡東区平野1-1-1
国際村交流センター３F
北九州国際交流協会内
（火～金の10:00～15:00）

●久留米ユニセフ協会

〒830-0022
TEL.0942-37-7121
FAX.0942-37-7121
久留米市城南町15-5
久留米商工会館2F
（月～金の10:00～16:00）

●佐賀県ユニセフ協会

〒840-0054
TEL.0952-28-2077
FAX.0952-28-2077
佐賀市水ヶ江4-2-2
（月、火、木、金の10:00～15:00）

●熊本県ユニセフ協会

〒860-0807
TEL.096-326-2154
FAX.096-356-4837
熊本市下通1-5-14
メガネの大宝堂下通店5F
（月、水、木、金の10:00～14:00）

●宮崎県ユニセフ協会

〒880-0014
TEL.0985-31-3808
FAX.0985-31-3808
宮崎市鶴島2-9-6
みやざきNPOハウス307号
（月、水、木、金の11:00～16:00）

●鹿児島県ユニセフ協会

〒892-0838
TEL.099-226-3492
FAX.099-226-3492
鹿児島市新屋敷町16-110
公社ビル1F
（月～金の10:00～15:00、水は10:00～12:00）

2011年４月１日から当協会は、内閣府から公益財団法人の認定を受け、「公益財団法人 日本ユニセフ協会」に名称を変更いたしました。
それに伴い、地域組織の名称ならびに組織体制が変わりました。
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2
011年の出来事を振り返り、最も困難な状況にある、最も脆弱な（影響をこうむ
りやすい）子どもたちへ支援を届けるという取り組みの拡大が、どれだけ重要で
あったかが、明確になりました。そして非常に重要なことは、子どもたちがどこ
にいようとも持てる力を存分に発揮できるよう支援するためには、すべてにおい

て新しい切り口が決定的な役割を持ちうることであり、またそうした取り組みを私たちはな
すべきであるということも、はっきりしたのです。

この『ユニセフ年次報告2011（UNICEF Annual Report 2011）』に書かれているように、
気候関連の災害や人道的な緊急事態、厳しい紛争、経済混乱などが起これば必ず、子どもた

ち、特に最も貧しい子どもたちが犠牲になってきました。日本の地震と津波、パ
キスタンの深刻な洪水、そしてアフリカの角の干ばつと飢饉まで、最悪の困難を
和らげ、コミュニティの再建を手伝い、将来への回復力を強められるよう、国連
児童基金（UNICEF：ユニセフ）はパートナーと共に対応してきました。

より広くとらえるならば、2011年、ユニセフは自らの課題とした「公平性
（equity）」を非常に深く掘り下げ実践しました。これは、地理的に、あるいは社
会的に最も取り残された、支援を誰よりも必要としている子どもたちの権利を最

優先しなければならない、という原則に基づいています。それが正しいという理由だけでそ
うするのではありません。調査と経験から、それが子どもたちにとってより良い成果を出し
ながら、最も実践的であり、最も費用対効果が高いことが明らかになったからです。

本報告書は、「公平性（equity）」の原則をいかにして実践に移していくか、ということに
焦点が当てられています。ユニセフ現地事務所のグローバルなネットワークは、命を救うた
めの支援と物資を、最も貧しく、遠く離れたコミュニティにも届けられるような革新的な方
法で働いています。ユニセフが国レベルで支援しているのは、定期的な予防接種の増加、教
育の質の向上、就学率の増加、HIVの母子感染を防ぐための対策を含む基本的な保健医療サー
ビスの拡大、といった各国政府の取り組みです。あらゆるレベルにおいて、子どもたちの生
命を守り、育んでいく政策や実践を提言するのがユニセフです。

ユニセフという組織全体を通じて私たちは、貴重な財源をより効率的に使い、私たちを信
頼して資金を託してくれた人々へ的確に説明ができるように、と常に努めています。これは、
財政的に困難な状態が続いている今日、特に重要なことです。2011年の予算の見直しにお
いて、プログラムには一切手をつけず、本部の管理コストを削減することにより、大いなる
節約ができたことを非常に喜ばしく感じています。なぜなら、子どもたちによりすばらしい
結果をもたらすには、現場のスタッフの存在が鍵であり、現場が必要とする財源の確保には
責任があるからです。

ユニセフは2011年、一層の効率を上げるために更なるステップを踏み出しました。ユニ
セフ全体で、「公平性を目指す成果モニタリング・システム（Monitoring of Results for 
Equity System）」を新たに導入したのです。これは、プログラムの成果に対するプログラ
ム支出を監視し管理するためのものです。成果は、モニタリング（監視）していくほど、う
まく管理できるようになります。子どもたちの権利を実現するのであれば、大事なのは成果
だけです。

はじめに

ユニセフは2011年、
自らの課題である

「公平性（equity）」を非常に深く
掘り下げて実践しました。
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こうしたステップのおかげで、ユニセフはどこで働こうとも、最も脆弱な（影響をこうむ
りやすい）子どもたちのために尽くすことができるのです。私たちは今後も不公平性に着目
しつづけ、これまで以上に革新的で敏速な、責任を果たせる組織となるよう努力を続けてい
きます。そして子どもたち、家族、コミュニティに、彼ら自身の未来を築くために必要なツー
ルを届けたいと常に願っています。その未来は、彼らのものなのです。

	 ユニセフ事務局長
	 アンソニー・レーク

© UNICEF/NYHQ2011-1809/Caffe

ユニセフ事務局長アンソニー・レー
クにHIV/エイズへの認識と予防につ
いて話す、ブルーナ、17歳。ブルー
ナは「都市密集地区のためのプラッ
トフォーム」の活動に参加。この運
動は、青少年や若者に対して、コミュ
ニティの問題を調べ、解決策を提案
するように働きかけている（ブラジ
ル）
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